
総合的学習の時間における探究学習モデルと教材開発
ー地域を学ぶ学習を通して一
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総合的学習の時間における探究学習は，探求の過程をモデルとして示しているため，モデル通りの探

究活動を行うことが多いが，つまづきがみられるケースも見られる。本稿では，探究学習のプロセスに

ついて国際比較をおこない，比較し分析する。その分析をもとに，地域の探究， とくに地域の課題を見

いだす学習活動について，探究学習のモデルとは順序の異なる流れに沿った授業実践の報告をおこない，

成果と課題についてまとめる。

1 . はじめに

中学校教育課程における総合的学習の時間の目標は，

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して，旦ら課

題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よ

りよく閲題を解決する資質や能力を育成ずるとともに，

学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活

動に主体的，割進的，協同的に取り組む態度を脊て，自

己の生き方を考えることができるようにする。 1) と示さ

れている。この目標を達成するためには，問嬰解決的な

活動が発展的に繰り返される探究的な学習とすること J)

が重要であると明記されている。

本校 3年次における総合的学習の時間における，「主

体的に学ぶ」というテーマは，学習指導要領に示された

目標を大きく示しているものである。

2 探究的な学習のモデル

2. 1. 総合的学習の時間における探究モデルの分析

文部科学省によると，総合的学習の時間のなかで，探

究的な学習とは，次のように定義されている。

① 【課題の設定】 体験活動などを通して、課題を設

定し課題意識をもつ

② 【情報の収集】 必要な情報を取り出したり収集し

たりする

③ 【整理・分析】 収集した情報を、整理したり分析

したりして思考する

④ 【まとめ・表現】気付きや発見、自分の考えなどを

まとめ、判断し、表現する

上記の活動を継続的• 発展的に行っていくことにより，

主体的に学ぶ学習者へと成長する。「今、求められるカ

を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」では，

①～④の学習サイクルに連続性を持たせ，より高次な学

びへと発展するモデルが示されている。この順序で活動

を行えば， POCAサイクルとなるため，総合的な学習や

主体的な学びと POCAサイクルとが同一のものと扱わ

れることも多い。

しかし，「今、求められる力を高める総合的な学習の

時間の展開（中学校編）」には，探究的な学習の定義に

関して，次の補足が記されている。
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「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」より

図 1 探求的な学習における生徒の学習の姿

こうした探究の過程は、およその流れのイメージであ

り、いつも胤『序よく繰り返されるわけではなく、学習活

動のねらいや峙性などにより順序が訓後する場合があ
る 2)

すなわち，必ずしも PDCAサイクルに則った活動で

はなく，異なった形での探究活動もあり得ることを示し

ている。このような多様性の背景には，グローバルな教

育プログラムとの整合性を図る目的がある。グローバル

な教育プログラムにおいて，探究的な学習をどのように

捉えているか，整理しておく。 IB(国際バカロレア）にお

ける中等教育前期のプログラムである MYP(Middle

Year Program)では，探究学習として「MYPプロジェク

ト」に取り組む。「MYPプロジェクト」は，地域を含む

コミュニティーと奉仕活動に焦点を合わせ，生徒がコミ
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